
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１7 日、高齢者世帯への手作り弁当をお届けしました。 

今回は今期１回目ですが、全集落の概ね７５歳以上の独居、およ

び、全員がほぼ８０才以上の世帯の方々141 人へ区長さん経由

でお届けしました。 

前期までは地区を二分し、それぞれ１回ずつとしていましたが、

今期より年２回ずつお届けしようとの趣旨です。 

いつもの女性部会員と女性ボランティア Gr.から成る 11 人の

メンバーにより、地産地消と栄養バランスを考慮して調理された

「まごころ弁当」、今回も好評を頂けた筈です。 

ふるさと納税制度を利用して当協議会指名でお寄せ頂いた応援

金を活用したもので、津房への想いが込められています。 
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前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
戦
没
者
慰
霊
共
同
墓
地
の
草
刈
り
に
続

く
応
援
事
業
と
し
て
、
小
田
～
大
内
線
、
須
崎
～
萱
籠
～
県
道
塚

原
・
鳥
越
線
の
２
路
線
に
つ
い
て
の
今
期
２
回
目
の
維
持
管
理
作

業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

１０
月
２７
日
の
大
内
線
に
１６
人
、
１１
月
３
日
の
萱
籠
線
に
は 

２７
人
も
の
方
々
の
出
役
ご
協
力
に
よ
り
、
お
も
に
沿
道
の
支
障
枝 

の
伐
採
作
業
を
行
い
、
地
元
の
出
役
者
か
ら
「
こ
れ
で
毎
日
明
る

い
気
分
で
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
高
評
価
を
い
た
だ
く
ほ

ど
見
栄
え
良
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
積
雪
に
よ
る
通
行
障
害
を
減
ら
す
実
効
果

も
あ
り
、
両
集
落
の
方
々
の
あ
ん
し
ん
生
活
の
向
上
へ
大
き
く
寄

与
で
き
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
取
り
組

み
た
い
事
業
で
す
。 

ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
条
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
応
援
作
業

に
参
加
頂
い
た
各
位
へ
本
稿
に
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
一
連
の
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、
津
房
地
域
農
地
・
水

環
境
保
全
活
動
組
織
の
共
同
取
り
組
み
分
か
ら
の
支
援
を
原
資
と

し
、
当
協
議
会
の
活
動
費
を
一
部
足
し
て
賄
っ
て
い
ま
す
。 

昨年末に全国の小学校に大谷グローブが贈呈され

たのを契機に、津房小学校の児童諸君が野球に関心を

持ち、休み時間や体育の時間に練習を重ねた結果、野

球のルールも体得でき、何とか試合ができるレベルに

上達したとのことから、高学年で「津房ドジャース」

を編成、7 月の学校公開日に地区のオイサン達との試

合の申し込みとなりました。 

ふだん学校と交流のある民生児童委員、地区公民館

関係者、当まちづくり協議会役員などからの有志で

「オイサンズ」を急遽編成し、第一回目の挑戦に応じ

たものの、何せ、五・六十年ほど前に野球あそびをし

ていたオイサンたち、気持ちと体の動きがバラバラで

見事に完敗。 

そして11月14日の学校公開日に二度目の挑戦を

受け、リベンジの好機と応じましたが、8 対 4 で見

事な返り討ちに遭いました。 

祖父と孫との対決もあり、シラシンケンな中にも和

やかな試合となり、良い世代間交流ができました。 

来春にはオイサンから三度目の対戦を申し込んでリ

ベンジを果たし、 

熟年者の面目を 

立てたいと思う 

次第です。 

強力なオイサン 

助っ人を募集し 

ます！！ 

恒
例
の
津
房
ミ
ニ
菊
花
展
、
こ
と
し
も
菊

花
愛
好
家
の
田
口
憲
司
さ
ん
（
尾
立
集
落
）

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
３
本
仕
立
て
の
大
菊

10
作
品
を
地
区
公
民
館
の
玄
関
前
に
提
供

頂
き
ま
し
た
。 

今
夏
の
猛
暑
の
た
め
、
例
年
に
較
べ
て
出

来
が
イ
マ
イ
チ
と
田
口
さ
ん
は
謙
遜
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
白
・
黄
・
う
す
紫
の
そ
れ
ぞ
れ

立
派
な
大
輪
で
す
。 

公
民
館
の
ご
利
用
時
は
勿
論
、
お
近
く
を

通
ら
れ
る
際
、
是
非
お
立
ち
寄
り
の
う
え
旬

の
花
を
愛
で
、
至
福
の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
お
奨
め
し
ま
す
。 

な
お
、
永
年
の
願
い
で
あ
っ
た
同
好
の
士

の
出
現
で
す
が
、
こ 

と
し
春
に
お
ひ
と
り 

現
れ
、
田
口
さ
ん
の 

も
と
で
修
業
を
積
ん 

で
い
ま
す
。 

来
年
は
師
匠
の
作
品 

と
並
ん
で
出
展
い
た 

だ
き
、
菊
花
展
が
一 

層
盛
り
上
が
る
も
の 

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

季節の花を自分流にアレンジする ｢寄せ植えフラ

ワーポット｣ づくり教室を開催します。  

玄関先を作品で飾り爽やかな新春を迎えましょう！  

先着 ２５名さま 、奮ってご参加ください。 

【日時】１2 月１４日（土） 

       午前 10 : 00 ～ 11 : 30 

【場所】 津房地区公民館の駐車場に集合 

【参加費】 １，０００円  

＊ポット、土、花苗などの材料費込み、当日集金です  

＊参加ご希望の方、事前申し込みをお願いします  

（締め切り：12 月 1０日） 

 ☏：４８－２００１（地区公民館） 岡 又は 井福 まで

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

師走に入り、ご自宅での大掃除の 

機会が増え、空きビン・飲料カンや 

古紙などのリサイクルできる資源ご

みが多くなる時節となりますが、 

これらを一般ごみとして出してしま

うと、無為に廃棄されてしまいます。 

旧津房農協の建屋と地区公民館の

間にある旧農協加工場を 24 時間持

込みできるリサイクル資源回収庫と

し、回収推進を図っています。 

 ご協力よろしくお願いします。 

    【 対 象 品 】 

一升ビン、ビールビン、ペットボトル 

新聞紙、雑誌、段ボール紙 

アルミカン（区分け要）スチールカン 

房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
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右 

盛
り
付
け
作
業 

左 

写
真
嫌
い
の
二
人
抜
け 

調
理
室
で
奮
闘
中
の 

女
性
グ
ル
ー
プ 

← 萱籠線部隊 

 ↓大内線部隊 


